
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
在
日
朝
鮮
人
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
非

公
然
組
織「
祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
」の
機
関
紙
。
長
ら
く

幻
の
存
在
で
あ
っ
た
地
方
版
の
ほ
か
、
全
国
版
で
未
復
刊

分
を
今
回
刊
行
。
当
該
期
は
相
次
ぐ
弾
圧
で
史
料
が
少
な

く
、
一
九
五
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
の
貴
重
な
記

録
。
利
用
者
の
便
宜
を
図
り
、
全
記
事
目
録
を
付
す
。

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書
●⓰

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
⓰

本
資
料
集
の
刊
行
意
義 �

　
　
　

▼
朝
鮮
戦
争
前
後
の
在
日
朝
鮮
人
の
非
公
然
団
体
・
祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
機
関
紙
『
セ

チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）の
内
、
長
ら
く
幻
の
存
在
で
あ
っ
た
地
方
版
を
収
録
し
た
。
史

料
が
少
な
い
一
九
五
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

▼
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』
全
国
版
の
内
、
未
刊
行
号
分
と
同
時
期
の
関
連
新
聞
も
収
録
し
た
。

▼
非
公
然
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
や
祖
国
防
衛
隊
の
各
地
方

に
お
け
る「
祖
国
防
衛
」、
教
育
権
、
生
活
権
、
在
留
権
擁
護
の
た
め
の
苦
闘
の
記
録
で

あ
る
。

▼
本
資
料
集
の
刊
行
に
合
わ
せ
て
、
地
方
版
は
も
と
よ
り
全
国
版
の
記
事
目
録
を
作
成

し
、
読
者
・
研
究
者
の
便
宜
を
図
っ
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
限
定
し
、
地
名
索
引
を

作
成
し
、
記
事
の
対
象
・
報
告
地
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
又
、関
連
年
表
も
付
し
た
。

▼
こ
の
時
期
、
在
日
朝
鮮
人
活
動
家
の
多
く
が
日
本
共
産
党
に
入
り
、
密
接
に
連
係
を
保

ち
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
た
た
め
、
共
産
党
の
運
動
関
係
の
記
事
も
多
く
、
戦
後
日
本

共
産
党
史
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

■
体
裁　

全
２
巻
・
Ａ
４
判
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
４
６
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―184

―0

［
分
売
不
可
］

■
刊
行　

平
成
29
年
7
月
刊
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2017.7　

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

1
在
日
朝
鮮
人
史
資
料　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

2
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
　
一
九
五
七
年
版　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編�

６
０
０
０
円

3
戦
後
初
期
在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集　
長
澤
秀
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

4
在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料　
佐
野
通
夫
編�

全
３
巻
／
４
６
０
０
０
円

5
朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料　
山
田
昭
次
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

6
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料　
裵
姈
美
編�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

7
在
日
朝
鮮
人
警
察
関
係
資
料
　
福
井
譲
編�

全
３
巻
／
４
８
０
０
０
円

8
在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料
　
金
耿
昊
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

9
在
日
朝
鮮
女
性
作
品
集
　
一
九
四
五
～
八
四　

宋
恵
媛
編�

全
２
巻
／
３
２
０
０
０
円

在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

�
宋
恵
媛
編
／
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

六
〇
年
代
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
、
多
彩�

な
在
日
文
学
雑
誌
（
朝
鮮
文
化
・
韓
国
文
芸�

・
鳳
仙
花
文
芸
等
全
一
七
誌
）
を
収
録
し
た

初
の
資
料
集
。�

全
３
巻
／
５
６
０
０
０
円

一
九
五
四
～
七
〇

資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の 

在
日
朝
鮮
人

�
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編
／
在
日�

朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
・
状
況
を
伝
え
た�

一
般
紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
ま
た

総
合
雑
誌
の
貴
重
な
記
事
（
一
九
二
二
～

四
四
）
を
収
録
。�

１
８
０
０
０
円

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

�
山
田
昭
次
編
／
裁
判
資
料
と
し
て
現
在

知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
（
熊
谷
事
件�

・
本
庄
事
件
他
）
と
群
馬
県
（
藤
岡
事
件

他
）
の
地
裁
・
東
京
控
訴
院
判
決
書
等
を�

収
録
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

神
奈
川

朝
鮮
学
校
資
料

�
大
石
忠
雄
編
／
在
日
朝
鮮
人
学
校
問
題�

の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
実
態
を
正
し
く
理�

解
す
る
た
め
の
原
点
的
な
資
料
（
一
九
四�

五
～
六
六
）
を
中
心
に
編
集
復
刻
し
た
。

�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

朝
鮮
人
強
制
動
員

韓
国
調
査
報
告

�
龍
田
光
司
編
／
常
磐
炭
田
に
戦
時
中
、�

強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
実
態
の
解
明

と
、
韓
国
で
被
強
制
動
員
者
の
実
態
を
当

事
者
や
遺
家
族
か
ら
聞
取
り
調
査
し
た
報�

告
書
。�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

13

　
解
放
後
在
日
朝
鮮

人
文
化
運
動
資
料

�
宇
野
田
尚
哉
編
／
第
１
集　

在
日
朝
鮮
文

学
会
と
そ
の
周
辺　

一
九
四
七
～
五
九
。
解

放
後
に
在
日
朝
鮮
人
が
か
か
わ
っ
た
文
化
運

動
に
関
係
す
る
資
料
を
、
文
学
運
動
関
係
の

雑
誌
を
中
心
に
収
録
。�

平
29
年
秋
（
全
２
集
）

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

�
井
上
學
・
樋
口
雄
一
編
／
戦
後
日
本
の
朝

鮮
研
究
は
ど
の
様
な
形
で
新
た
な
出
発
を

し
、
ど
の
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
か
、

創
設
期
及
び
初
期
の
内
部
資
料
を
収
録
。

平
成
29
年
４
月
刊�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

一
九
六
一
～
六
九

鄭
栄
桓［
明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
］編
・
解
説

全
２
巻

附
＝
全
国
版
未
復
刊
分
・
関
連
新
聞
・
記
事
目
録

附
＝
全
国
版
未
復
刊
分
・
関
連
新
聞
・
記
事
目
録

一九
五
〇
～
五
五

地
方
版

『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』

地
方
版

『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』

鄭
栄
桓（
チ
ョ
ン
・
ヨ
ン
フ
ァ
ン
）編
・
解
説

『セチョソン』祖国防衛全国委員会機関紙西日本版　181号　1953.11.11（第１巻所収）

一九
五
〇
～
五
五

（仮）

本
資
料
は
Ａ
５
判
で
刊
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
書
は
原

本
の
都
合
で
Ａ
４
判
で
刊
行
し
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。
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刊行の辞『セチョソン』（新朝鮮）関係目次／年表

Ⅰ　
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）
地
方
版

１『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
機
関
紙
西
日
本
版　

一
九
五
二
年
・
一
九
五
三
年

　

生
保
は
日
本
国
民
だ
け　

朝
鮮
人
は
“
送
還
”
で
取
消
を
厳
命（
第
一
〇
六
号
）

　

強
制
送
還
、
強
制
隔
離
反
対
、
連
名
で
声
明
を
決
議　

大
阪
の
九
・
九
統
一
懇
談
会（
第
一
一
一
号
）

　

予
備
隊
の
朝
鮮
出
兵
は
事
実　

姫
路
隊
員
か
ら
の
手
紙（
第
一
一
六
号
）

　

朝
鮮
戦
争
の
即
時
休
戦
！　

全
関
西
各
地
で
休
戦
促
進
一
大
ケ
ッ
起
大
会（
第
一
四
二
号
）

　

焼
酎
弾
圧
反
対
斗
争
か
ら
基
地
撤
去
統
一
行
動
へ　

青
野
ヶ
原
演
習
場
の
日
・
朝
共
斗
組
織
の
経
験

（
第
一
八
〇
号
）

２『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
中
日
本
委
員
会
機
関
紙　

一
九
五
一
年
・
一
九
五
二
年

　

登
録
拒
否
に
結
集
し
た
大
衆
を
更
に
次
の
斗
争
え
発
展
さ
せ
よ
！（
第
三
八
号
）

３『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
機
関
紙
九
州
版　

一
九
五
二
年

　

大
村
収
容
所
の
弾
圧
は
在
日
同
胞
の
全
面
追
放
の
陰
謀（
第
九
〇
号
）

　

京
都
府
の
同
胞　

特
設
学
級
設
置
を
斗
う（
第
九
一
号
）

　

朝
鮮
人
が
近
処
に
お
る
と
危
ケ
ン
だ
と
職
場
か
ら
追
放（
第
九
四
号
）

４『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
東
京
委
員
会
機
関
誌　

一
九
五
四
年
―
一
九
五
五
年

　

一
万
二
千
時
間
を
を
か
え
せ　

学
校
閉
鎖
と
斗
う
朝
高
生（
第
一
号
）

　

○
○
町
に
お
け
る
朝
鮮
人
砂
利
業
の
調
査
報
告（
第
三
号
）

　

同
胞
こ
ろ
し
あ
う
戦
争
は
コ
リ
コ
リ
だ　

統
一
・
統
一
・
統
一（
第
七
号
）

５『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
大
阪
府
委
員
会
機
関
紙　

一
九
五
三
年

　

ア
メ
リ
カ
つ
い
に
屈
服
す　

追
撃
へ
！　

祖
防
大
阪
府
委
が
声
明（
号
外
）

Ⅱ　
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）
全
国
版（
未
復
刊
分
）

『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
機
関
紙　

一
九
五
〇
年
―
一
九
五
四
年

　

平
和
戦
取
・
救
国
斗
争　

初
盤
戦
は
好
調
、
関
東
各
地
の
斗
争
状
況（
第
四
〇
号
）

　

強
制
送
還
反
対
、
村
会
で
決
議（
九
州
祖
防
委
発
）（
第
六
八
号
）

　

真
に
日
本
人
と
手
を
つ
な
ぐ
道　

親
善
の
た
め
に
色
々
と
努
力　

日
朝
婦
人
が
結
び
つ
く
ま
で　

東

京
田
町（
第
二
九
二
号
）

　

日
本
人
と
一
緒
に
や
っ
て
ほ
ん
と
に
元
気
が
で
た　

生
保
・
職
よ
こ
せ
で
市
役
所
へ　

川
﨑（
第

二
九
四
号
）

Ⅲ　

関
連
新
聞

１『
解
放
朝
鮮
』一
九
五
一
年
九
月
三
〇
日
・
一
〇
月
六
日

２『
조
선
신
문
』（
朝
鮮
新
聞
）
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
二
日
・
六
月
一
〇
日

３『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』一
九
五
二
年
九
月
九
日

４『
朝
鮮
新
聞
』一
九
五
二
年
九
月
一
六
日

５『
政
策
時
報
』一
九
五
二
年
一
二
月
二
七
日
～
一
九
五
三
年
四
月
一
一
日

解
説　
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』と
そ
の
時
代　

鄭
栄
桓

Ⅰ　
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）
記
事
目
録

１『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）
地
方
版
記
事
目
録
／
２『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）
全
国
版
記
事
目
録
／

３
関
連
新
聞
記
事
目
録

Ⅱ　

地
名
索
引　
１『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』地
方
版
／『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』全
国
版

Ⅲ　
『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）関
係
年
表（
一
九
四
九
―
一
九
五
五
）

第
１
巻

第
２
巻

一
九
四
九
年　

九
月　

八
日
　
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
・
在
日
本
朝
鮮
民
主
青
年
同
盟
、
団
体
等
規
正
令
に
よ
り
解
散

　
　
　
　
　

一
〇
月　

一
日
　
中
華
人
民
共
和
国
成
立

　
　
　
　
　

一
〇
月
一
九
日
　
文
部
省
、
朝
鮮
人
学
校
に
閉
鎖
・
改
組
通
告

一
九
五
〇
年　

二
月
一
四
日
　
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
調
印

　
　
　
　
　
　

六
月
二
五
日
　
朝
鮮
戦
争
開
戦

　
　
　
　
　
　

六
月
二
八
日
　
祖
国
防
衛
中
央
委
員
会
結
成
決
議

　
　
　
　
　
　

七
月　

四
日
　
日
本
政
府
、朝
鮮
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
行
動
に
行
政
措
置
の
範
囲
内
で
協
力
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定

　
　
　
　
　
　

七
月　

七
日
　
国
連
安
保
理
、
国
連
軍
設
置
を
決
議

　
　
　
　
　
　

七
月　

八
日
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
警
察
予
備
隊
の
創
設
を
指
示

　
　
　
　
　
　

八
月　

二
日
　『
解
放
新
聞
』
停
刊

　
　
　
　
　
　

八
月　

八
日
　
在
日
韓
僑
自
願
軍
結
成

　
　
　
　
　
　

九
月
一
五
日
　
米
軍（
国
連
軍
）、
仁
川
上
陸
作
戦

　
　
　
　
　

一
〇
月
二
五
日
　
中
国
人
民
志
願
軍（
総
司
令
・
彭
徳
懐
）参
戦

　
　
　
　
　

一
一
月
一
五
日
　『
セ
チ
ョ
ソ
ン（
새
조
선
）』（
新
朝
鮮
）創
刊（
二
二
号
よ
り
祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
機
関
紙
と
明
記
）

　
　
　
　
　

一
一
月
三
〇
日
　
ト
ル
ー
マ
ン
、
朝
鮮
で
の
原
爆
使
用
あ
り
う
る
と
言
明

　
　
　
　
　

一
二
月
二
八
日
　
大
村
収
容
所
開
設

一
九
五
一
年　

一
月　

四
日
　
中
国
・
朝
鮮
軍
、
ソ
ウ
ル
を
再
占
領

　
　
　
　
　
　

一
月　

九
日
　
在
日
本
朝
鮮
統
一
民
主
戦
線（
民
戦
）結
成

　
　
　
　
　
　

二
月
二
三
日
　
日
本
共
産
党
第
四
回
全
国
協
議
会
、
武
装
闘
争
方
針
を
提
起

　
　
　
　
　
　

四
月
一
一
日
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
、
後
任
に
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　

六
月
二
三
日
　
ソ
連
国
連
代
表
マ
リ
ク
、
停
戦
を
呼
び
か
け
る
演
説

　
　
　
　
　
　

七
月
一
〇
日
　
朝
鮮
戦
争
休
戦
交
渉
開
始

　
　
　
　
　
　

九
月　

八
日
　
対
日
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
、
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文

　
　
　
　
　

一
〇
月　

四
日
　
出
入
国
管
理
令
・
入
国
管
理
庁
設
置
令
公
布（
一
一
・
一
施
行
）

　
　
　
　
　

一
〇
月
二
〇
日
　
日
韓
予
備
会
談
開
始

一
九
五
二
年　

一
月
一
八
日
　
韓
国
、
海
洋
主
権
宣
言
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
を
し
く

　
　
　
　
　
　

二
月
一
五
日
　
第
一
次
日
韓
正
式
会
談
開
始

　
　
　
　
　
　

四
月
二
八
日
　
対
日
講
和
条
約
発
効
、
外
国
人
登
録
法
施
行
、
在
日
朝
鮮
人
・
台
湾
人
は
日
本
国
籍
喪
失

　
　
　
　
　
　

五
月　

一
日
　
メ
ー
デ
ー
事
件

　
　
　
　
　
　

五
月
二
〇
日
　『
解
放
新
聞
』
復
刊

　
　
　
　
　
　

六
月
二
四
日
　
吹
田
事
件

　
　
　
　
　

一
〇
月　
　

　
外
国
人
登
録
第
二
回
一
斉
切
替

一
九
五
三
年　

三
月　

五
日
　
ス
タ
ー
リ
ン
死
去

　
　
　
　
　
　

七
月
二
七
日
　
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
調
印

　
　
　
　
　

一
二
月
二
二
日
　『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』
西
日
本
版
停
刊
、
全
国
版
へ
一
本
化

一
九
五
四
年　

六
月
二
八
日
　
周
恩
来
・
ネ
ル
ー
「
平
和
五
原
則
」

　
　
　
　
　
　

九
月
二
二
日
　『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』
全
国
版
停
刊（
二
九
七
号
）、
一
〇
月
以
降
は
地
方
版
の
み
発
行

一
九
五
五
年　

二
月
二
五
日
　
南
日
外
相
、
日
本
へ
国
交
正
常
化
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　

三
月
一
四
日
　『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』
東
京
版
一
三
、一
四
号
よ
り
「
祖
国
防
衛
東
京
委
員
会
機
関
紙
」
の
名
称
が
消
え
る

　
　
　
　
　
　

三
月
一
一
―
一
二
日
　
民
戦
第
一
九
回
中
央
委
員
会
、
韓
徳
銖
「
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
転
換
に
つ
い
て
」
を
発
表

　
　
　
　
　
　

五
月
二
五
日
　
民
戦
解
消
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
結
成

『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）関
係
年
表
（
一
九
四
九
―
一
九
五
五
）

『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）の
地
方
版
は
長
ら
く
幻
の
存
在
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年

六
月
二
五
日
の
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
と
も
な
い
、
在
日
朝
鮮
人
は
戦
争
に
対
応
す
る
べ

く
様
々
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
支
持
し
た

旧
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟（
朝
連
）系
の
人
々
が
結
成
し
た
の
が
祖
国
防
衛
中
央
委
員
会

（
後
に
祖
国
防
衛
全
国
委
員
会
、
祖
防
委
）と
祖
国
防
衛
隊（
祖
防
隊
）で
あ
り
、
祖
防
委

の
機
関
紙
が『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』（
新
朝
鮮
）で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
運
動

に
関
す
る
史
料
は
相
次
ぐ
弾
圧
の
た
め
他
の
時
期
と
比
較
し
て
も
著
し
く
不
足
し
て
い

る
が
、『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』は
こ
う
し
た
欠
落
を
埋
め
在
日
朝
鮮
人
の
活
動
と
認
識
を
知
る

手
が
か
り
と
な
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
故
・
朴
慶
植
氏
の
尽
力
に
よ
り『
セ
チ
ョ
ソ

ン
』全
国
版（
一
九
五
〇
年
一
一
月
〜
五
四
年
九
月
、
全
二
九
七
号
）は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
収
集
・
公
刊
さ
れ
た
が
、
地
方
版
は
治
安
当
局
の
報
告
な
ど
で
そ
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
て
は
い
た
も
の
の
、
原
本
は
ご
く
一
部
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

本
資
料
集
は
、
こ
れ
ら
祖
国
防
衛
委
員
会
の
地
方
委
員
会
が
発
行
し
た
地
方
版
の
う

ち
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
西
日
本
、
九
州
、
中
日
本
、
東
京
、
大
阪
版
を
収
録
・
刊
行

す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
既
刊
の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
全
国
版
未
復

刊
分
、
さ
ら
に
在
日
本
朝
鮮
民
主
統
一
戦
線（
民
戦
）の
機
関
紙『
朝
鮮
新
聞
』な
ど
、
同

時
期
の
関
連
す
る
新
聞
も
収
録
し
た
。

本
資
料
集
は
、
日
本
の
植
民
地
体
制
崩
壊
か
ら
わ
ず
か
五
年
後
に
生
じ
た
朝
鮮
の

「
熱
戦
」の
さ
な
か
、
在
日
朝
鮮
人
が
い
か
な
る
活
動
を
展
開
し
た
か
を
知
る
貴
重
な
手

が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
祖
防
委
は
占
領
下
で
非
公
然
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら

も
、
米
軍
の
武
器
輸
送
阻
止
や
反
戦
運
動
な
ど「
祖
国
防
衛
」に
関
す
る
活
動
に
く
わ
え

実
に
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、『
セ
チ
ョ
ソ
ン
』に
は
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
権
や
教

育
権
の
擁
護
闘
争
、
強
制
送
還
反
対
闘
争
な
ど
、
そ
の
苦
闘
の
さ
ま
が
具
体
的
に
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
在
日
朝
鮮
人
活
動
家
の
多
く
は
日
本
共
産
党
に
入

り
、
祖
防
委
や
民
戦
も
日
本
共
産
党
と
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
活
動
を
行
な
っ
た

た
め
、
戦
後
日
本
共
産
党
史
の
研
究
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

本
資
料
集
の
刊
行
に
合
わ
せ
て
、
地
方
版
の
記
事
目
録
は
も
と
よ
り
全
国
版
の
全
記

事
目
録
と
地
名
索
引
等
を
付
し
て
読
者
・
研
究
者
の
便
宜
を
図
っ
た
。
朝
鮮
現
代
史
研

究
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
戦
後
社
会
運
動
史
、
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
の
現
代
史
に
関
心

を
持
つ
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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